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これまで2017年から研究協力を得ている樹人医護管理専科学校との間で，懸案であった同学インターンシップ先企業での実地調
査を行い，台湾における職業教育におけるインターンシップの位置づけ・指導内容について本邦との比較研究を行った．今回の企
業調査では受入側の対応や派遣する学校側の事業所訪問による中間チェック体制などや，実習中の学生の感想を確認し，本学のイ
ンターンシップに取り入れ可能なスキルを述べる．台湾企業のインターンシップ受入期間は，１ヶ月から最長６ヶ月と長く，参加
学生自身が適性を判断するなど職業教育効果は高いとみられる．今回の企業調査では受入側の対応や派遣する学校側の事前教育や
中間チェック体制などを確認し，プレポストで学生のインターンシップによる社会人基礎力の伸長度についても効果測定も行った．
効果測定ではプラスの効果が認められ，県内インターンシップが比較的短い期間で実施されるにも拘わらず，社会人基礎力伸長へ
の効果は期待できることが分かった．
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１．はじめに
鹿児島県の平成30年９月の新規

求人数は13,203人（パートを含む原
数値）となり，前年同月に比べ9.8％
減ととなったものの，同月有効求人
数は40,392人と，前年同月に比べ
1.2％増となり，実に49ヶ月連続の
増加となっている．新規求人倍率
は，図１の示す通り全国が2.50倍に
対し鹿児島県は1.90倍とその差は大
きいものの安定的な推移を示して
いる．本学では県内各大学と連携し
COC+ に取り組み「地元定着促進
プログラム」として，鹿児島県内へ
の学卒者就職率の向上を目指して
いることは昨年度の紀要で述べた
通りである．COC+ の活動中でと
りわけ重要なのは，地元企業を如何
に理解し就職対象として学生が如
何に認識するかという問題である．
現実の企業活動を体験的に知る最も有効な機会はインターンシップへの参加であろう．COC ＋でも最も重要な活動とし

出典：「労働市場月間かごしま平成30年9月号」厚生労働省鹿児島労働局，2018
図1　鹿児島県の有効求人・求職・求人倍率
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て位置づけている．本学教養学科では，一般企業・事業所が主な就職先でありそれだけに学生のインターンシップも高い．
本年度は学科でのインターンシップ履修比率が80％となり職業選択や自己の適性を知る手段として参加している．実施内
容については後述するが，教員研究として2015年から継続して研究してきた台湾とのキャリア教育比較研究について，本
年は提携校である樹人医護管理専門学校の協力を得て，念願であったインターンシップ先事業所訪問に同行する機会を得
た．台湾高雄市でも学生の就業については本学と共通した課題を見出すことができ，また台湾企業担当者とのインタ
ビューを通じて特に観光分野で望まれるスキルを知ることができ今後のインターンシップの進め方について多くの示唆を
えることができた．

本学が取り組んでいる一般教養科目「インターンシップ」は，インターンシップ・ウェブサイト「キャンパスウェブ」
に登録された県内企業を中心に実施されているが５日間～10日間と比較的短い期間での受入がほとんどである．今回訪問
した台湾企業のインターンシップ受入期間は，１ヶ月から最長２ヶ月と本学より長く，参加学生自身が適性を判断するに
はこの程度の時間が必要と樹人医護管理専科学校では考えている．台湾並みに60日程度のインターンシップを受入では，
企業側の負担も大きくまた学生側のモチベーション維持も難しい．受入側・参加側双方になんらかのインセンティブが必
要であり，その需給関係が成り立っている台湾のインターンシップでの現場の声を聞けたことは，キャリア教育を行う立
場として非常に新鮮な声であり今後の教育に対し貴重な体験となった．

２．先行研究の概要�
２－１　台湾独自の職業教育体系としてサンドイッチ教学

インターンシップに関する学術文献は非常に多く，キャリア教育の一環としての効果が様々な実証研究で明らかになっ
てきた．但し中華民国（以下台湾という）のインターンシップ研究についての研究は，まだ少ないのが現状である．本年
台湾でのインターンシップ受入企業への同行調査に協力頂いたのは本学の提携校である樹人医護管理専科学校である．同
校は台湾高雄市にある職業教育を中心とした５年制専科学校（高等専門学校）だが，同じ高雄市には台湾のインターン
シップ制度に大きな井影響を与えた，国立高雄餐旅大学がある．紙矢（2007）はこの大学の前身国立高雄餐旅学院（２年
制専門学校－２専＝日本の短大に相当）に教員として勤務経験があり，その間に同学院が行った職業教育制度，とりわけ

「サンドイッチ教学」について詳細な研究を行い，産業教育学会論集に発表している．台湾の職業教育に大きな影響を与
えたサンドイッチ教学とは，「サンドイッチ（Sandwich）のハムやバターなどをトーストにはさむ形態を教育に応用した
ものであり，『学校における学習（校内学習）』と『職場における学習（校外学習）』をはさんだ学習と実務の応用を追求
した教育システムである（注１）」

紙矢（2007）によると短大の２年間の内半分の１年間（１学年２学期と２年生２学期）は学外実習にあてられるという
ものである．６ヶ月間の長期インターンシップを２回繰り返す画期的な教育システムであるが，受入企業としてのインセ
ンティブは優秀なインターンシップ生を長期間確保し，将来的に雇用確保に役立てられることである．また台湾ではイン
ターンシップ生でも一定の賃金が支払われるのが一般的であり，実習生としての賃金水準は紙矢（2007）よると「正社員
のおおむね半額であることから，人件費のコストダウンも図れる大きなメリットがある．（注２）」とのこと．２専・５専
の職業系専門学校では，インターンシップではなく職業実習としての校外学習時間の確保が重要な関心事であり，国立の
専門学校が実施した職業教育システムとして，その後の４年制大学でのインターンシップにも影響与えた，サンドイッチ
教学の研究は2006年当時の台湾での職業教育の発展段階を知ることができる研究である．尚，今回樹人医護管理専科学校
から提供のあった日本語学科の本年夏のインターンシップ状況を見ても多くのインターンシップ受入企業が某かの賃金支
払をしている．

２－２　台湾インターンシップ研究の総括
台湾のキャリア教育・インターンシップの展開について，前掲のサンドイッチ教学の実施以降に発生した課題や台湾で

のインターンシップの発展について，越境学習としての場の機能などの視点で研究し積極的に提言を行ったのが董
（2018b）である．前掲紙矢（2007）以降の台湾キャリア教育の発展を序章「キャリア教育としてのインターンシップを
めぐる言説と系譜」（注）でサンドイッチ教学やリーマンショック後の就業対策から2009年に実施された大学卒業生に対
する緊急避難的インターンシップの実施などその功罪について解説を行っている．

董（2018b）では台湾におけるインターンシップの発展段階を３つに分けて考えている．
　①1996-2008年「芽生え期」－サンドイッチ教学のインターンシップ試行方案
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　②2009－2012年「模索期」－台湾政府教育部による一連の職業教育改革実施
　③2013～現在「安定期」－教育部（2013）2013－2017年第２期技術職業教育再改革計画」
　　　（第２期技職教育再造計画）
模索期に実施された大卒者に対するインターンシップは，①社会的弱者が就職機会から排除される　②アンカー効果と

しての低賃金制　③代替雇用としての短期人力の利用など様々な批判を受けている（注３）特に賃金に関しては，若年者
に対し低賃金を固定化してしまう懸念や企業は補助金を受け取りながら，インターンシップ生の雇用をすることは一切保
証していない当時の状況が明確に解説されている．また　2013年からの「安定期」では職業教育に関する法令が整備され
インターンシップの実績評価制度が確立されている．技術職業学校は2015年公布の条例によりインターンシップの実績評
価が義務づけされている．2017年には第１回目の全国的な実勢評価が実施されたことが董（2018ｂ）で説明されている．
また研究過程で台湾の若年者に求められる能力についてフォーカス・グループ・インタビュー分析を行って以下の能力変
化分析している．

①強い自己意識と職業倫理の欠如　②人間関係の意識の希薄　③論理的な思考力と問題解決能力
④挫折に堪える能力の欠如　これらは，日本の学生にも共通していることではないだろうか．地域連携を行う中でイン

ターンシップを通じて，これらの欠如・希薄が改善されることが期待される．
それら欠如要因は「社会人基礎力」上の要因と深く関連してると考え，インターンシップによる社会人基礎力の伸長で

インターンシップの教育効果を測定している．考察では，「主体性」が最も伸長率が高く，働きかけ力・創造力は低い結
果が出ている．自己意識の高さがインターンシップで活かせるが，他者への影響を与える行動はインターンシップではさ
ほど鍛えられないのではないかと結論つけている．著者も後述のとおり本年度インターンシップ生に対し社会人基礎力に
関してプレ・ポストでアンケートを取り，事前・事後の伸長率を測ったが，主体性が最も伸長する点では一致していた．

３．樹人医護管理専科学校�日本語学科でのインターンシップ実施状況
３－１同専科学校�日本語　学科（應用日語科）の本年夏のインターンシップ派遣先について

同校日本語学科とは，2015年以降学生の留学交流等を通じてキャリア教育の比較研究を行っている．本年は初めて台湾
でのインターンシップ先事業所訪問に同行させて頂き，直接インターンシップ受入機関としての考え方や学生の感想等を
聞く機会を得た．表１は同学科が夏のインターンシップで派遣している事業所の一覧である．表２～３はその関連で同校
から提供のあった資料から抜粋し筆者が集計・作成した．夏のインターンシップは，日本への語学留学等を目指す学生に
取っては必須のインターンシップになっており，このインターンシップでの評価が思わしく無い場合，留学許可が下りな
い可能性もあり且つ日本語検定試験にも学科が定めた水準以上を合格しなければならない，大変緊張感のある夏のイン
ターンシップである．（日本語検定の合否はこのインターンシップ中に通知された．）今回提供のあったインターンシップ
関係資料では，日本での海外インターンシップ（11日間の看護関係トレーニー）が含まれている．台湾国内では日本語学
科の特性を活かした観光関連施設が大半を占めている．

表２は派遣先事業所の形態および賃金の有無を集計した表であるが，ホテル等宿泊施設が過半数を占めている．また台
湾では生涯教育が盛んで様々な塾・学習教室ありその施設でのインターンシップも１／４を占めている．

旅行代理店へも２名派遣されている．今回の同行調査ではホテル３件及び学習教室１件を訪問した．
本学実施のインターンシップの相違点は賃金を支払う企業が今回の調査では６割を超えていることである．月給・時

給・手当の区分を集計すると月給性が６割である．賃金水準だが選考研究で明らかにしたように，かなり低いレベルであ
る．最も高いところで NT$22,000（６万円をやや上回る程度）低い所はその半額である．表１にはインターンシップ日数
を示しているが，いずれも60日を超えての長期インターンシップとなっている．本学のインターンシップが５日間程度が
中心となった短期のインターンシップとは対照的である．
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表2　事業所形態と賃金の有無

表1　樹人医護管理専科学校日本語学科　夏のインターンシップ（43）名
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３－２インターンシップ受入企業への同行調査結果
台湾での樹人医護管理専科学校の協力を得た同行調査は，表３の通り８月21日～８月23日の３日間で４事業所を訪問し

た．（予定は５社だったが，滞在中に大型台風の余波を受け１社キャンセル）

同校では本学と同様各受入事業所との間で，覚書を取り交わしている．日本語学科の場合は「應用日語科校外実習合約
書」という．尚，規定された覚書ではインターンシップであっても「実習」と記載されているので，以下ではインターン
シップを便宜的に「実習」と表記す．

今回の事業所訪問もこの覚書に従った学校側の実習生指導に一環で行うものであった．内容はインターンシップの覚書
として基本的な条項：双方の指導上の責任と義務・実習期間・最低実習時間等である．休暇日数の規定も盛り込まれてい
るが，規定実習時間は厳しく管理され，忌引・病欠等があった場合その分不足日程を延長する．自己都合で３日以上休ん
だ場合はいかなる理由でも不合格となる旨規定されている．

学生へのインターンシップ成績評価は，教員が実習先を訪問した時点で，先方事業所の担当者から学生の動態を聞き取
り総合的な評価を行う．また訪問時は学生との面接し実習内容や本人の取組姿勢などを聞き取り評価の参考としていた．
日本語学科のインターンシップ評価項目は提供頂いた資料では７項目ありそれぞれ配点が違いウエート付けされている．
大まかな訳では以下の通り

　①主体生・積極性　②学習態度　③礼儀作法　④誠実・真面目さ　⑤人間関係
　⑥時間遵守　⑦協調性　これらの評価項目に対し受入事業所指導担当者が評価を行い学校側に通知することになって

いる．
８月21日「墾丁凱撒大飯店（Caesar Park Kenting）」（学生２名）　８月22日「曾文育樂股份有限公司（HOTEL　

CHAM　CHAM）（学生２名）」は両事業所ともに，大型リゾートホテルである．墾丁は台湾の南端のある景勝地であり，
ビーチ目当ての外国人観光客も多かった．曾文の方は台南の山間にあるダム湖に近いリゾートホテルである．こちらは
フィールドアスレチック施設などが充実しており，毎年リピータも多いとのこと．ホテル内で受付や顧客のアクティビ
ティへの案内等多くの仕事を担当していた．訪問時は丁度１ヶ月経過する頃でやや疲れが出るころだが，仕事に慣れルー
ティーンワークを粛々とこなしているように感じた．曾文のフロント担当アシスタント・マネージャーは，学生指導のポ
イントとして顧客の要求していることを常に理解し，ホスピタリティーを発揮することであった．学生によって個性が違
いコミュニケーション能力がさほど高くない学生もいるはずで，そのような学生にはどのように指導するかを質問してみ
た．日本でもサービス業のインターンシップになじめず孤立してしまう学生もいるからである．同氏の回答は「常に寄り
添う」とのことだった．そのことが必要であることを自分で理解出来るまで繰り返し学生指導を行うとのことだった．

８月23日訪問した塔木德台南會館（Tamlud Hotel TAI NAN BRANCH）での実習（学生２名）は，フロント・顧客案
内ではなく，客室係・清掃の実習であった．この実習では顧客とのコミュニケーションは殆どなくバスルームを含め室内
清掃を黙々とこなす仕事であった．前述のリゾートホテルでの実習とは全く違う内容だったが，学生達も自分のスキルを
どのように伸ばしたいのか，このインターンシップ期間をどのように役立てたいのかを理解した上での選択であり，事業
所担当者も客室をどのように清潔に保つかなど細かいチェックで学生に指導を行っているとのことだった．

同日午後に訪問した「社團法人中國青年救國團」は生涯教育機会を提供する学習センターの様な形態の事業所であった．

表３　インターンシップ事業所訪問先（樹人医護管理専科学校日本語学科と同行）
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前述の３ホテルがいずれも女性２名づつの派遣出会ったが，同事業所は男子学生１名の実習で担当は児童（３～５歳くら
い）の学習をサポートする業務であった．台湾では「短期補習班」と表示された塾・学習教室が到る所にあり，学校の勉
強以外に塾通いする例が多い．学生も様々の年齢層の顧客とコミュニケーションをとることでキャリアを磨き，その後の
日本への留学に備えたいとのことだった．受入事業所の主任は，人手が足りずインターンシップ研修生は非常に存在価値
を感じているとのこと．学生も前向きに子ども同士のトラブルに対処する姿が印象的だった．

４．本学「インターンシップ」との比較
本学本年度のインターンシップの業種別の内訳は表４の通りである．本年度夏のインターンシップは一般教養科目・１

年生前期・２単位の正規科目「インターンシップ」である．66名の学生が受講しインターンシップに参加した．県外のイ
ンターンシップは無く全て鹿児島県内でありその殆どは鹿児島市内の企業でのインターンシップであった．一般教養科目
であり学内各学科から履修が可能だが，児童教育学科・生活科学科は他の専門科目での実習があるため例年受講が少なく，
本年は実習の無い教養学科のみの受講となっている．

業種別で最も学生の参加比率が高かったのは金融・保険で22名33.3% が受講しインターンシップに参加している．樹人
医護管理専科学校日本語学科の参加が多かったホテル宿泊関係は本学でのその比率は高く，15名22.7％であった．

樹人医護管理専科学校日本語学科と大きく違う点が２点ある．第１がインターンシップの期間である．樹人医護管理専
科学校日本語学科の場合この夏の期間のイン
ターンシップでは２ヶ月が最も多かったが，
本学の場合，平均日数が4.45日に留まった．
鹿児島県では，県内高等教育機関（大学・短
大・高専）及び一部専門学校で連絡会を組織
しており，経営者協会，商工会議所などと協
議するパイプと作っている．５日以上のイン
ターンシップ期間を確保して欲しい旨申し入
れはしているものの，受入側の事業所の人的
負担が大きく受入期間は短くなる傾向があ
る．表４で最も学生のインターンシップが集
中した金融業１（地銀）は３日間でのイン
ターンシップであった．銀行業務の特徴から
職場に立ち入ってのインターンシップには限
度があり短時間の営業店体験と集合研修型の
インターンシップが毎年実施している．毎年
各大学から参加希望が殺到し各校人数制限が
あったが，ここ２年ほどは就活の売り手市場
化を反映してか，希望者全員の受入を行って
いる．集合研修では数十人規模に拡大してき
た．インターンシップの受入はするものの学
生の対応に十分な社員を対応させられない場
合は期間を絞らざるを得ないのが現状であ
る．特にサービス業ではその傾向が強い．今
回のインターンシップで最も長い研修期間を
設けてくれたのは情報通信業３の事業所であ
る．インターネットホームページ制作会社で
15日間を確保してくれた．情報技術のスキル
が必要とされるインターンシップであり５日
間の期間ではとても学べないからである．事
前に学生の意思確認などもあり非常に積極的

表4　本学インターンシップ先一覧表
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に対応頂いた．第２が労働の対価としての報酬支払いである．本学のインターンシップ先事業所で報酬支払のあった企業
は全く無くゼロである．企業にお願いして職業体験をさせて頂く立場でありその点が台湾の職業教育としての「校外実習」
とは成因が異なる．交通費についても学生自らの負担である．売り手市場化しており，学生を確保・囲い込みしたい同期
から大都市圏では採用を前提としたインターンシップが広がりつつあるが，本県でのインターンシップでは連絡会で意見
交換する範囲ではまだ無い．

５．インターンシップによる社会人基礎力向上の状況
学校から職場へのトランジションを円滑にするためインターンシップが重要な役割を果たすことはこれまでの多くの実

証研究で明らかになってきた．本県の様に超短期のインターンシップしか体験出来ない環境下で学生自身は自分の社会で
てから必要とされる能力が伸長したと感じているのだろうか．

先行研究に述べた董（2018b）の研究を参考に社会人基礎力の伸長をプレポストのアンケート形式で調査を行った．

５－１　調査方法
社会人基礎力の調査には「一般社団法人　留学生支援ネットワーク」が教育機関向けに支援ツールとして提供している

「社会人基礎力チェックリスト」（注４）を使用した．同チェック表が定めた尺度は同表に記載されておりそれに従って同
一表をプレポストで学生に記入させた．

・評価ランクと考課基準
　５：期待される能力・行動の発揮度が抜群であり，模範となる（発揮度100％） 
　４：期待される能力・行動がほとんど申し分なく発揮されていた（発揮度90％程度）
　３：期待される能力・行動がおおむね発揮されていて問題がなかった（発揮度60～70％）
　２：期待される能力・行動が部分的にしか発揮されず，やや問題があった（発揮度40％程度）
　１：期待される能力・行動が全く発揮されず大いに問題があった（発揮度０％）
・調査日：事前調査：2018年６月29日，事後調査：2018年10月30日
・回答率：95％　63名

５－２　調査結果
インターンシップの期間が非常に短かったものの，表５の通り12の社会人基礎力はいずれも伸長している．インターン

シップ事前講義や事後でのプレゼンテーション発表が学生プラスの効果をもたらしたものと思われる．
董（2018b）と同様インターンシップでの教育効果としては，社会人基礎力項目では「主体性」が高く122% の伸長であっ

た．またそれ以上に「実行力」が124％となり，個人中心の能力は大きく伸長する傾向が表れている．一方，「課題発見力」
「計画力」「創造力」「発進力」「傾聴力」「柔軟性」「情報把握力」「規律性」などについては，伸長は確認できたが短期の
インターンシップではそれら基礎力を鍛錬する時間や場が少なく，樹人医護管理専科学校日本語学科が行っているような
２ヶ月程度，職場で実務体験を積まなければ伸長する機会は極めて限られる．

今後長期インターンシップは検討されるべきだが短大２年間は時間的に短く，２～３週間程度でこれら12の能力を引き
上げ可能な研修プログラムを企業側と連携しながら開発していくことが必要である．

表5　インターンシップ実施前後の社会人基礎力自己評価レベル及び伸長率　数値一覧表
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図2　インターンシップ実施前後の社会人基礎力自己評価（左目盛り）・伸長率（右目盛り）

図3　インターンシップ実施前後の社会人基礎力自己評価レベル比較（帯グラフ）
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６．おわりに
今年で４回目の台湾でのキャリア研究となった．今回は本学学生を伴わない単独での調査であったが，樹人医護管理専

科学校日本語学科の教員のインターンシップ評価面談の場に同席させてもらうことができ，受入企業側担当者からも丁寧
な説明を聞くことできた．教員の企業側との面談ではかなりの時間を取り，学生一人ひとりの職場での行動について細か
く意見交換を行う姿勢はとても参考になった．またそれらの意見交換の場には学生が同席しており，十分な透明性が図ら
れていることにも評価の公平性・納得性の面からも重要であると感じた．

本学の学生も体験発表会では，自分の職場での体験とキャリア形成で役だった内容について具体的に発表出来るほどに
真摯に取り組んでおり，インターンシップの教育効果を実感できた．台湾での事業所訪問の過程で常に感じたことは，日
本（鹿児島）・台湾（高雄）地理的な距離はあるが，学生の気質や教員が学生を教育指導する姿は殆ど変わらないという
ことである．特に学生の個性については国が違っても同じアジアの都市での生活で同質化が進んでいる様に実感した．学
生の持つコミュニケーション能力の差および学生個人の経済的環境の違いである．コミュニケーション能力の高い学生に
は次々と新しい仕事が与えられキャリアの伸長がある反面，それらと対称の位置にいる学生は，インターンシップという
貴重な機会を得てもなかなかその機会を自分のキャリアの伸長につなげられない状況が多々ある．台湾リゾートホテルの
主任が言った「（コミュニケーション能力が高くなくても，仕事一通り完成できるまで）インターンシップ学生に寄り添
う」という言葉には教員として，非常に感動を覚えた．経済的な環境は本人の努力では限界があり厳しい現実を感じる部
分である．多くの学生が日本語を学び，日本での留学を志すがその留学には国からの補助も出るとのことだが，その学生
の家計負担もかなりある．快適な留学生活を考えるとなおさらである．留学のステップとして夏のインターンシップに取
り組む学生と，経済的要因で自らの生活や家族のためにインターンシップに取り組む学生の２通りあるという現実も受け
止めなければならないし，今後そのような状況を少しでも改善していく努力が必要である．
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